
闘ll闘1川1闘川11111111川川lll川m騙ll閥闘湘 翻闘開Ill闘IIIIm朋1開llllllllll闘lll川闘川

● ● ● ●

チ ョ ッ トひ と こ と 一 … 一奥 谷 浩 一 …

国 後 の シ マ フ ウ ロ ウ と 自 然 環 境

竹 中 健

2000年 度 通 常 総 会 要 録 … 一… 一 一

各 地 の ニ ュ ー ス ー一 一一… 一… 一 曹

NatureConservation
SocietyOfHokkaido

HOKKAIOO
2000年7月NO.110

闘翻開川1111川Illll川1闘Illllllllmlllll川1閣開開闘1川闘ll闘IIIIIIIIIIIIIIIIII開開川開lll闘闘川llllll闘1開翻IIIIII闘IIII川II川

・・CONTENTS… …

……2連 載 ・獣 医 さ ん の お 話 シ リ ー ズ(7)

新 入 会 員 紹 介 ・10

3活 動 日誌 、 要 望 書 、 寄 付 一 一 一 …11

-5お 知 ら せ コ ー ナ ー 一 一 一12

-8

三峰山沢へ向かう富良野岳コース

社団法人北海道 自然保護協会

撮影 ・福地 郁子



チ ョツト*ひ とこと

小

さ

な

水

た

ま

り

野幌森林公園の入 り口のひとつ、中央口の手前に小さな水た

1騰 黙欝鋤 雛lll饗

灘1難1鞍羅藻1灘鰍
で しまうか らである,,日 ごとに確実 に狭 まってゆ く水場 にひ しめ きあい、泥のなかで

必死 になって もがいている姿 を見て、ある 日彼 らを助 けようと決心 した。泥だ らけ に

な り、蚊 に手足 を刺 されなが ら、で きるだ けた くさんす くいあ げ、ある時は原始林の

奥 へ、あ る時 はと りあ えずわが家の水槽 に移す 。やが てカエ ルになった彼 らを袋 に入

れ 、原始林の水場へ と放 してや る。そ んなこ とが数年 も続 いた。

あ る年の こ と、今 日は確実 に彼 らが死ぬ と思 われた 日に、泥のなか に折 り重 なって

い る彼 らを悪戦苦 闘 しなが ら袋 に入れている と、「そ こで何 を して いる んです か」 と

い う声が した。… 人の主婦が怖 い顔 を して私 をにらみつけている。私が いたず らを し

ている と思 ったのである。訳 を説明する と納得 して くれたが、死 にかけている彼 らを心 配 して

くれる味方が いたのである。 こう して心 や さ しい人の輪が少 しずつ広が り、「育て!オ タマジャ

クシの会」が で き、近 くの家か ら水道水 を引 き、その料金 をカ ンパで まか なうことになった。

昨年その ことが北 海道新聞江別版 に掲載 された。

ここを管理 してい るのは道の森林公園事務所 だが 、す ぐ近 くにあ る給水施設か ら水 をとるの

を一度だけ許可 した後 は、何の対応 もしようと しない 。行政 は小 さな命 に も冷 たいのであ る。

い わ く、給水 は自然生態系 を破壊す る、水道水 は生物 に悪 い、 ここに給水す る とほか もそ うし

な くてはな らな くなる、 と。住民 の反対 を押 し切 って この近 くの休養地 を公園に しよ うと し、

「自然誌ふれあ い交流館」 の建設 を強行 した行政 は、オ タマ ジ ャクシに も無関心 で あ

る。近所 に住 む市民 は、 ここは舗装 道路 を延長 し、地中深 く排水溝 をつ くったために

水枯 れす る ようになったのだ と証言する。 自然生 態系 を破壊 して来 たの はやは り人間

であ り、われわれ燗 が責任をとるべきであろう。 興

世界的に両生類の減少が問題 となっている。オゾン層の破壊のためだといわれてい

る。 この小 さな水た ま りはサ ンシ ョウウオ も卵 を産み ・ トゲ ウオ もいた ことがあ る貴 谷 や

重 な場所 なのであ る。 この水 た まりを水1固れ しない元 の水 た ま りへ と戻 し、子供 たち

が ここで生物 とふ れあい、小 さな命を大切 にす るこ とが市 民のエー トスとなる 日はい 確』こ

つ 来るのか 。その ような社会 では、一 人ひ と りの人間 もまた尊重 されるにちがいない。'園 う

自然 保護iの運動 も、例 えばそん な身近な ささやかな ことか ら始め なければ ならない と 、、
い

思 う。行政 と市 民 と自然保護団体 とが一体 となった 「エ コ ・コ ミュニ テ ィ」の創造は 欄騨 ち

まだ遠いか なた にあ る。(理 事 ・江 別市在住)
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斡
5冊 説

国後のシマフクロウと自然環境

シマフクロウ環境研究会 竹 中 健

2000年 の51J241iか ら3111ま で北 ノ∫四 島 ビザ 無 し研 究 交流 団の 一員 と して 、 国 後 島 の シ マ フ ク ロ ウ

の調 査 に参 加 しま した 。 短 期 間 の 滞 在で した が 現 地 の状 況 を簡 単に 報 告 します 。

近 年 に な っ て墓 参 団 や 研 究 交 流 団 の 断 片 的 な情 報が 増 えて きて 、 霧 の 中 に 包 ま れ た 国 後 島 も 徐 々 に そ

の姿 を現 し始 め て い ます 。 国 後 の 自然 が 明 らか に な る に従 って そ の 質 の 高 さが 再 認 識 さ れ る よ う に な り

ま した が 、 そ の 一 方 で 、 多 くの点 につ いて 印 象 を修 正 しな けれ ば な ら ない こ と も出 て きて い ます 。

今1口住 と して 調 査 した の は ク リル ス キ ー 自然 保 護 区 に含 ま れ る島 北 部 、爺 々 岳 南 西 麓 の 広 い す そ 野 を

ゆ っ た りと流 れ る 河 川 流 域 で す 。我 々 が 現 地 に 赴 い た の は雪 解 け直 後 で 、樹 木 は 芽吹 き の 前 、 下 苧二も フ

キが 出始 め と い う時 期 で 、非 常 に歩 きや す く見 通 しの 良 い 時期 で した 。 ロ シ ア の レ ンジ ャ ー が 長 年 調 査

を続 け て い る こ と もあ り、現 地 調 査 で は シマ フ ク ロ ウの 鳴 き交 わ しが 頻 繁 に 聞 か れ 、 ま た 羽 毛 等 痕 跡 も

多 く見つ か り、結 果 的 に3河 川 で お そ ら く6つ が い ぐらい が 生 息 して い る こ と を確 認 で き ま し た ・ シ マ

フ ク ロ ウの 生 息密 度 は現 在 の北 海道 よ り相 当 高 い と思 わ れ ます 。 しか しなが ら繁 殖 に 成 功 して い た の は

わ ず か に1つ が い で した 。繁 殖 失 敗 の 原 因 は不 明 です が 、調 査 中頻 繁 に 目撃 した ク ロ テ ン に よ る卵 の 捕

食が そ の … つ と して 考 え られ て い ます 。

また 、 生息 地 で 魚 類 調 査 を実 施 した と ころ 、魚 類 密 度 は北 海 道 の シ マ フ ク ロ ウ 生 息 地 で も最 も高 い 知

床 の 河 川 と同 じ く らいで した。 魚 類 は オ シ ョロ コマ 、 ア メマ ス、 ハ ナ カ ジカ が 主 体 で 、 わ ず か に ヤ マ メ

(サ クラマ ス)、 ス ナ ヤ ツ メが 得 られ ま した。 時 期 に よ り、 これ ら以 外 に ウ グ イ、 キ ュ ウ リウ オ 、 イ トウ 、

カ ラ フ トマ ス、 シ ロザ ケ 、 ベ ニ ザ ケ 、 ギ ンザ ケが 大 量 に遡 上 して くる と言 い ます 。 多 くの シ マ フ ク ロ ウ

が 生 息 して い る だけ あ って 非 常 に 良 好 な餌 環 境 で した 。

い っ ぽ う 、森 林 環 境 は想 像 して い た の と大 き く違 い ま した 。 当 初 は北 海道 の火 山灰 地 に多 く見 ら れ る 、

議 二杢弊1勢歎 蹴 議罧禦
広 が って い る風 景 を イ メ ー ジ して い ま した 。

とこ ろが 、島 北 部 の 調 査 流 域 は 、 河 畔 林 を 除

い て ほ とん どが 針 葉 樹(エ ゾ マ ツ ・ア カ エ ゾ

マ ツ ・ ト ドマ ツ)の 純 林 に 覆 わ れ て い ま す

(い わ ゆ る タイ ガ 、 一 部 ダ ケ カ ンバ 混 じ り)。

河 畔 林 の 大 径 木 はほ ぼ 全 て が オ オ バ ヤ ナ ギ で 、

そ の多 くに樹 洞 が 空 い て お り、 今 回 確 認 した

営 巣 木(途 中放 棄 を 含 む)は ダ ケ カ ンバ の1
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論 説

本を除いて、いずれもオオバヤナギで した。 しか しながら大木の総数は多 くな く、 さらに北海道で普通

に見られる ミズナラ、シナノキ、ハルニレ、ヤチダモなどの広葉樹はほとん ど無いか全 く見ることが出

来ませんでした。またH本 時代の開拓や森林伐採のために、河口周辺の平地や山腹斜面 も森林のないエ

リアが口立ちました。

島の中央部や知床半島側はハリギリ、ハルニレ、 ミズナラ、イタヤカエデが混ざって きて針広混交林

となりますが、大径木はあまりみられません。島の南部は今回行 くことが出来ませんで したが、比較的

根釧に似た多様な植生であるといいます。

広葉樹大木の天然樹洞で繁殖するシマフクロウにとっては、国後北部の営巣条件は北海道の自然林 よ

り不利な印象があ り、繁殖状況も本年度は不良だったことはやや心配の種ですが、現実には相当高密度

でシマフクロウが生息 し、餌条件は申 し分のないことから、こと自然保護i区内のシマフクロウに関 して

は現在の所大きな問題はないように思います。

しかしながら、保護区以外の自然環境はシマフクロウに限らず楽観できない状況です。森林は貧弱で

野生生物の密度も低 くなります。また、ロシアの自然保護関係者の話では、近年の密漁、密猟、 ゴ ミの

不法投棄、汚水流入による河川汚濁などの環境悪化が深刻な問題になっています。 さらに重要な問題 と

されているのが、実施に向けて進んでいる保護区隣接域(知 床半島側)で の金鉱開発です。実現すると、

採掘や精錬に使用する水銀など汚染物質や土砂の流出の危険性がかなり高いと懸念 されています(現 在

の状況では開発会社が環境保全に設備投資をする可能性はきわめて低いらしい)。 ロシアの保護関係者か

らはこの金鉱開発を取 りやめさせるために、何とか日本国内と国際世論を喚起 して欲 しいと懇願 されて

います。この問題は早めに手を打たなければ、現在低迷気味の羅臼をは じめ とする根室海峡の水産業が

トドメを刺 される可能性があ ります。

国後島はそれほど大きくない島(知 床半島より少 し大)な ので、返還が実現 した場合に開発の手が入

ると20年を経ず して本道と同 じ様な状況になるのは目に見えています。おそ らく現在の日本の法律や社

会システムでは、返還後の国後島の自然を守ることは困難で しょう。少なくとも、現在のクリルスキー

自然保護区およびバ ッファーゾーンを、海域数kmを 含めて原生自然環境保全地域に指定 して立ち入 りを

制限することが必要ですが、返還された場合の様々な利権争いを考えると、そう簡単に指定で きるわけ

があ りません。国後の自然を維持するためには、特別な法律を作ることに加えて、我々社会の中で未だ

に方向性の定まらない、自然環境保全の必要性に対する認識を十分に確立 してお くことが必要です。

最後に付け加えてお きたいのですが、国後の自然は戦後放置されていたために保たれていた と考える

のは大きな誤 りで、ロシアの研究者や自然保護担当者が労力を払って何十年 も保護 してきた結果である、

という点は厳然たる事実として認識 しておきたいものです。この維持されて きた素晴 らしい自然をどの

ような形で我々が引 き継 ぎ、そ して後世に残 していくかというのが、物質的豊か さと引き替 えに自然を

搾取する数十年を選択 してきた我々への大 きな課題であると思います。
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2000年 度通 常総 会 要録
1一 一 馨一 詫靴騨率罰晦蜻一 騨螂㎜㎜

日 時2000年5月27日13時30分 ～15時20分

場 所 道 民 活 動 セ ン ター

(札 幌市 中 央 区 北2西7)

俵会長挨拶

当協会が昨年 まで長い時間をかけて取 り組んで

きた千歳川放水路と士幌高原道路は、皆 さんのお

陰で私たちの望む方向に転換 しました。今になっ

て考えてみますと、この問題は20世 紀から21世紀

にかけての、時代の変革期を象徴する出来事だっ

たのではないかと思います。

北海道の自然環境との関わりで20世紀を振 り返っ

てみますと、残念ながらこの世紀は人間による自

然破壊の時代といえます。その反省にたち、21世

紀は、例えば国立公園や鳥獣保護区の大切な部分

などは、むしろ19世紀の自然環境を取 り戻すこと

を目指すのが良いのではないかとも思えます。

そうした中で、例えば日高山脈の自然はこれか

らどうあるべきか、北方四島の自然は、日本とロ

シアの難 しい国際関係の中、これから先どうした

ら良いのかというようなことが、今後の大 きな課

題 となってくると思います。

ところで不景気が続いていることから団体会員

が減少する状況にあり、協会運営が非常に厳しく

なっています。そのため事務体制の見直しも含め、

支出の削減を考えています。

その一方、会員を増やすための手段としてイン

ターネットのホームページを立ち上げるとか、寄

附金収入を増やすためのシステムを検討するなど、

より良い運営を目指 しています。

最後におわびを申し上げることがあ ります。昨

年11月22日 の夜に、事務所があらされ、現金の盗

難事件が発生 しました。今後はそのようなことが

無いよう十分注意 し、また改善 してまいります。

その他いろいろな課題がありますが、皆さんか

ら活発なご意見をいただきたいと思います。

第1号 議案 「1999年度事業報告及び収支決算」

〈事業報告の概要〉

[広 報事業](1)会 誌 『北海道の自然』第38号 の

発行(2)会 報 「NC」106～109号 の発行

[普 及事業]自 然観察会の開催(3回)(2)夏

休み自然観察記録コンクールの実施(3)自 然観察

指導員講習会の開催(砂 川市)(4)自 然保護講演

会の開催(1回)(5)自 然保護学校の開校

[調 査研究事業](1)北 方四島の自然保護に関 し

シンポジウムを開催(2)日 高横断道路計画に関し

現状と問題点を調査(3)そ の他、野生動物保護i、

高山植物盗掘防止、身近な自然の保護iなどにつき、

現地調査や勉強会の実施

[自 然保護運動](1旧 高横断道路の抜本的再評

価を求める要望書の提出(2)千 歳川放水路 ・士幌

高原道路の事後対策 としての提言や要望を実施

(3)その他、身近な自然の保全のため、他団体 と共

同して問題点の整理、要望を実施

〈決算報告の特記事項〉

盗難被害のうち現金被害額268,818円 は予備費

から支出した。

〈監査報告〉

大西監事から、会計処理、事業などは適正にお

こなわれている旨報告された。

質 疑

質問、意見なし

◆第1号 議案承認

第2号 議案 「2000年度事業計画及び収支予算」

〈事業計画の概要〉

[広報事業](1)会 誌 『北海道の自然』第39号 の

発行(2)会 報 「NC」 の発行(年4回)(3)ホ ー

ムページの開設(4)会 員拡大

[普及事業](1)自 然観察会の開催(年5回 程度)

(2)自然保護学校の開催(3)夏 休み自然観察記録コ

ンクールの実施(4)自 然観察指導員講習会の開催

(5)自然保護講演会の開催
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[調査研究事業](1)森 林 ・河川 ・海岸に関する

調査 ・研究 ・提言(2)野 生生物の調査 ・研究 ・提

言(鉛 、油汚染問題を含む)(3)北 方四島の自然

保護(4)そ の他

[自然保護運動](1)身 近な自然の保護(2)農 林

水産業と自然保護(3)日 高横断道路など公共事業

の見直し(4>千 歳川放水路と士幌高原道路の事後

対策(5>そ の他

〈収支予算の特記事項〉

支出を前年に比べ約160万 円削減する。主な内

訳は事務局を一人にすることで賃金を削減、また

理事会参加支給旅費のうち手当をカッ ト、会誌の

ページ数を減らすことで広報事

業費を削減など。

質 疑 一 般 会 計

〈吉崎会員〉

私は日高が好 きで、10数年前

から日高横断道路の工事が行わ

れているあたりに何回も行って

いるのですが、一週間くらい前

に工事現場を見る機会があ りま

した。

千石 トンネルの手前の橋は10

年以上前から出来ていましたが、

トンネルはずっと手つかずで し

たが、今回行ってみます と、 ト

ンネルが既にかなり奥まで掘 ら

れていました。

橋のたもとには大規模な飯場

がで きてお り、工事が本格化す

るような印象を強く持ち、今後

の運動の展開を急 ぐ必要がある

という思いをもって帰ってきま

した。今後の運動の進め方につ

いて聞かせて ください。

〈俵会長〉

私たちも昨年の秋に、千石 ト

ンネル予定地まで行って見て き

ました。その時はまだ手つかず

でしたが、今年の2月 に作業現

場で人身事故の報道があ り、初めて冬にもトンネ

ル工事が行われていたことを知 りました。

ll高横断道路は北海道の道道なのですが、裾の

部分を北海道が、また山の中心部は開発道路 とい

うことで、北海道開発局が工事をやっています。

北海道も北海道開発局も公共事業の見直:し再評

価制度を導入 してお り、この事業 も再評価 された

のですが、両者とも継続という結論が出され、工

事も進行 しているわけです。

いま私たちが問題に しているのは、再評価のや

り方が不十分なのでや り直 しをすべ きだというこ

とで、北海道や開発局を再評価の土俵に上が らせ

決 算 報 告(1999年4月1日 か ら2000年3月31日 まで)

(円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(基本財産 運用収 入) (3,445) (管理費) (6,185,625)

基本財産利息収入 3,445 賃 金 3,030,500

(引 当預 金運用収 入) (1,440) 諸謝金 0

引当預金利息収入 L440 退職金 0

(会 費収入) (6,759,000) 福利厚生費 81,335

個人会費収入 3,954,000 会議費 30,940

団体会費収入 2,805,000 旅費交通費 696,740

(一般事業収 入) (310,378) 通信運搬費 463,041

一般事業収入 310,378 消耗品費 280,003

(補助 金収 入) (0) 印刷製本費 97,257

地方公共団体補助金収入 0 燃料費 27,222

(助成 金収 入) (0) 光熱水料費 103,028

民間助成金収入 0 賃借料 883,512

(寄付 金収 入) (223,468) 諸会費 95,500

寄付金収入 223,468 図書資料費 50,010

(雑収 入) (310,739) 支払手数料 3,415

受取利息 3,196 租税公課 93,376

雑収入 307,543 雑 費 249,746

(繰 入金収 入) (0) ←一般事業 費) (2,014,926)

繰入金収入 0 広報事業費 1,815,717

(引当預金取崩収入) (0> 普及事業費 199,209

退職給与引当預金取崩収入 0 (調査研究等事業費) (143,910)

(前期繰越収支差額) (2,024,294) (引 当預 金支 出) (220,000)

退職給与引当預金支出 220,000

(繰 入金支 出) (0)

繰入金支出 0

(読 本原価) (26,000)

(予 備費) (0)

支 出 合 計(B) 8,590,461

収 入 合 計(A) 9,632,764 次期繰越収支差額(C)

(C)=(A)一(B)
1,042,303
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ることに力を注いでいます。

しかし士幌高原道路と違い目高横断道路は現在

進行中のため、時問がかかればそれだけ工事が進

んで しまうわけです。 しかもこの道路は北海道道

であ りながら、開発道路の部分を開発局がやって

いるため、北海道はこの部分についての発言権は

無いと言っています。

来年からは省庁再編で北海道開発庁(開 発局)

が無 くなり別の組織になりますので、その機会を

利用 して再度反対運動を盛 り上げていくことも必

要だろうと思いますが、今す ぐ千石 トンネルの工

事をス トップして審議 しようというのは、非常に

難 しいと考えています。

◆第2号 議案承認

第3号 議案 「理事の選任」

根岸選挙管理委員長から信任

投票の結果が発表され、立候補

者全員が信任された。

◆信任投票結果を承認、

[新理事]

池田 啓介

大久保フヨ

奥谷 浩一

佐藤 謙

沢部 勝

高畑 滋

俵 浩三

畠山 武道

稗田 一俊

宗像 和彦

江部 靖雄

大館 和広

熊木 大仁

佐藤 正秀

嶋田 久夫

伊達 佐重

寺島 …男

塙 敏博

福地 郁子

森田 正治

(敬称略)

第4号 議案 「監事の選任」

〈俵会長〉

監事について、大西 勲氏、

山本行雄氏の両氏に引き続き監

事をお願いしたい。

◆承 認

第5号 議案 「その他」

特に議案の提出、意見の発表

な どは な か っ たの で 、 畠 山副 会 長 が ホ ー ム ペ ー ジ

の 補足 説 明 を行 っ た。

な お 協 会 の ホ ー ムペ ー ジURLは 次 の とお り。

http://www。jade.dti.ne.jp/'nchokkai

◆ 以 上 で 総 会 は 終 了 し た 。

◇新 しい会長、副会長、常任理事は次のとお り

会 長 俵 浩三

副 会 長 佐藤 謙

常務理事 江部 靖雄

高畑 滋

福地 郁子

畠山・ 武道

熊木 大仁

伊達 佐重

(敬 称略)

予 算 計 画(2000年4月1日 か ら2001年3月31日 まで)

一 般 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基本財産運用収入) (3,360) (管理 費) (5,172,000)

基本財産利息収入 3,360 賃 金 2,406,000

(引 当預金運用収入 〉 (1,128) 諸謝金 30,000

引当預金利息収入 1,128 退職金 0

(会 費収入) (6,250,000) 福利厚生費 79,000

個人会費収入 3,850,000 会議費 50,000

団体会費収入 2,400,000 旅費交通費 576,000

(一 般事業収 入) (200,000) 通信運搬費 350,000

一般事業収入 200,000 消耗品費 270,000

(補 助金収 入) (0) 印刷製本費 80,000

地方公共団体補助金収入 0 燃料費 30,000

(助成金収入) (0) 光熱水料費 110,000

民間助成金収入 0 賃借料 900,000

(寄付金収入) (100,000) 諸会費 86,000

寄付金収入 100,000 図書資料費 50,000

(雑収入) (303,500) 支払手数料 10,000

受取利息 3,500 租税公課 120,000

雑収入 300,000 雑 費 25,000

(繰 入金収 入) (0) (一一般事業費) (1,950,000)

繰入金収入 0 広報事業費 1,750,000

(引当預金取崩収入) (0) 普及事業費 200,000

退職給与引当預金取崩収入 0 (調査研究等事業費) (200,000)

(引当預金支出) (230,000>

退職給与引当預金支出 230,000

(繰入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予備 費) (348,291)

当 期 収 入 合 計 6,857,988

前 期 繰 越 収 支 差 額 1,042,303 当 期 支 出 合 計 7,900,291

収 入 合 計 7,900,291
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西胆振広域ゴ ミ処理施設の建設候補地問題 高崎 悠道
(西胆振の自然を守る会)

咋年2月221i室 蘭市を中核とする西胆振廃棄物処理広域連合(当 時:検 討会議)は 住民に何 ら事前説

明することな く、石川町34番 地周辺をゴミ焼却施設の建設候補地として最終決定 しま した。 この寝耳に

水の理不尽な決定に周辺住民が猛反発 したことは言うまでもあ りません。その後、住民説明会が数度に

渡って開催されましたが、周辺住民は自分達の意向を取 り上げようとしない室蘭市の不誠実な対応に不

信感を募らせてきました。そ して、石川町は翌平成12年4月14、15日 に住民投票 を実施 し、建設反対が

過半数を占めたことから町として正式に建設反対の方針を固め、建設地変更を申 し入れ ました。これに

対 して、広域連合は 「建設予定地変更の考えはない」と突っぱねています。室蘭市 は当初か ら住民の賛

同を得るため、様々な工作を行い、その一部が新聞に報道される不始末まで しでか しています。現時点

においても町内会に賛同者からなる建設協議特別委員会を設置 し、ゴミ焼却施設の石川町建設の突破口

にしようと目論んでいます。

石 川 町 建 設 候 補 地 はサ ケの 潮 上 す るチ マ イベ ッ 、ペ ト トル両 川 が 流 れ 、貴 重 な 自然 の河 畔林 、

湿 地 が 残 され て お り、多 種 ・多 様 な樹 木 、草 木 類 、魚 類 、底 生 生 物 、昆 虫 類 や 鳥 類 が 一 体 と

な って 豊 か な 自然 生 態 系 を構 成 して い ます 。絶 滅 危 惧 種 、希 少 種 も少 なか らず 生 息 して い ま

す 。 例 えば 、植 物 で はサ ル メ ンエ ビネ 、 ヤ マ シ ャ ク ヤ ク 、 フ ク ジ ュ ソ ウ 、 エ ゾ エ ノ

キ 、 トチ ノキ な ど、水 生 生 物 で は ニ ホ ンザ リガ ニ 、エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、 フ ク ド

ジ ョウ 、 ウ キ ゴ リ、 ス ナ ヤ ッ メ な ど、鳥 類 で はハ イ タカ 、 チ ュ ウ ヒ、 オ オ ジ シ ギ 、

ウ ミス ズ メ な ど、多 くの貴 重 種 が 確 認 され て い ます 。 今 年3月 に は 絶 滅 危 惧 種 オ

オ タ カ の営 巣 が 確 認 され ま した 。 また 、 シマ フ クロ ウの 生 息 の 可 能 性 も指 摘 さ れ

て い ます 。 こ の よ うな場 所 に ゴ ミ焼 却 施 設 を建 設 す る こ とは 許 され る もの で は あ り ませ ん 。

北 彦霊
各地の

今年5月 北海道自然保護協会からの 「建設前にオオタカの生息調査を行 うように」 との申 し入れに対

して、広域連合は 「生息調査をする」 と回答 していますが、厳密な調査がなされるのか、はなはだ疑問

を感 じざるを得ません。これに先立って我々市民団体が同 じ要望をした時には、「調査の義務は生 じない」

として拒否 しています。広域連合はその生活環境影響調査において自然環境はもとより、周辺の農業、

5km程 離れた所にある水道水源や浄水場に及ぼすゴミ焼却施設の影響について全 く調査 していませ ん。

ただただ唖然とするのみです。

我 々西胆振の自然を守る会は石川町焼却施設建設問題を ・人でも多 くの方に知 っていただき、そ して

聖 謄 幣 轡 石川町の貴重な自然を禰 建設地変更要求の運動を続け晶 舗

一8一



耳道

「函館 山盗掘防止 シンポ ジ ューム」か ら 鈴木 三郎
(南北海道盗掘防止ネットワーク代表)

先の5月21日(日)、 「西部地区の風景を想 う一一・日」行事の一一環 として、表記のシンポジュームが函館金森

ホールで催された・午前に函館山で各散策路に分かれての開花ウォッチングを行い、引 き続 き午後にシ

ンポジュームがもたれたが、パネラーには渡島支庁(環 境生活課)、 函館市(緑 地推進課)、 道有林管理

セ ンター等、関連行政機関からの参加も得られた。

シンポジュームは、挨拶(鈴 木三郎)で 函館地域での盗掘現況やその処理と問題点などが報告 され、

基調報告 「函館山の植物の保護i」(宗像和彦)で は、スライドの映写により函館山の緑(植 物たち)が も

つ都市環境(自 然や景観)や 学術的面で貴重な存在であることを提示 し、その認識 に未だ欠ける場面が

市行政や一般市民の行為にみ られる(道 路、施設の整備にみる不適切処置や盗掘など)と して、行政 と

民間の連携協力によってその啓蒙 と適切管理対策を早急に図るべきであることが提起された。

ついで各パネラーからの発言があり、行政からのパネラーは盗掘防止等に関るものとして、道は希少

生物保護条例を作成中である、道有林管理では入山者に対する指導管理を重点 目標 としている、函館市

では函館山の管理強化に向けて体制の整備中である、などの現在取組みつつある対策の説明があった。

その後に意見交流がおこなわれたが、その過程では、関係する各行政機関は各々の権限内でこの問題

に前向きであると受止められ、今後の連携協力に弾みが見えた感があった。

盗掘防止に関っての行政と民間の連携では、函館は道内でも立 ち遅れた地域 と

考えているが、今回のシンポジュームを契機にスムーズな連携が促進 されること

を期 待 した い。 (会員 函館市在住)

ニユース 河川整備の住民参加 大館 和広
(理 事)

97年6月 から河川法の一一部が改正 され河川整備事業に際 しては地域住民の意見を聞かなけれ

ばならなくなった。これを受けて各地で河川整備計画を作るために 「流域懇談会」や 「河川整備検討会」

が開催されているようだ。

これら懇談会や検討会の委員をみると、学識者や地域代表者として河川工学の専門家や漁業者や行政

の担当者の参加はあるが、河川生態系の学識者や地元の自然保護を行ってきた人達が委員にいないのは

どうしてだろう。

昨年、私の住む網走管内で も佐呂間別川や芭露川の河川整備検討会が開催されたが、当初は河川生態

系の学識者す ら委員に入っていなかった。先頃行われた同管内の 「湧別川流域懇談会」 にも、河川生態

系の学識者や地元の自然保護iに取 り組む人の参加があるのかは不明である(問 い合わせ中)。

河川整備計画に際 して地域住民の意見を聞くことは重要だ。 しか し計画を進めるために既成事実を積

み上げるだけで、何 も変わらないのは困るのである。2年 前に開発建設部が行った天塩川流域の全住民

に対するアンケー トは疑問の残るものだった。

当協会 としては地域の問題にも積極的に関わっていきたいと考えているので、地域の会員か らの情報

の提供を望んでい蝦 在は繍1町 村が半分　 あるので会員聯 鷺勲 囎 総 ン
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有珠山噴火に対 して思 うこと

3月31日 、20数 年ぶ りに有珠山が噴火 し、多 く

の住民の方が避難 された。3カ 月余 りたった今も

洞爺湖温泉地区の方が避難生活をしいられている。

あらためて、お見舞い申し上げます。私は被災し

たイヌやネコたちを救う作業を行なっている 「北

海道獣医師会有珠山動物救護センター」へ、時々、

出掛けている。

施設は伊達市の中心部の建設資材置場を借用し、

いくつかのプレハブハウスを設置し周囲をフェン

スでおおい4月3日 に開設。被災者から動物たち

が次々と持ち込まれ、一時、収容が300頭 近 くに

まで達 したため、郊外に第2セ ンターが設けられ

た。

獣医師は交代で作業に参加できるものの動物の

世話をする一般ボランティアの参加は減少した。

獣医学生やペ ット関連の専門学校生らの積極的な

参加のほか、地元の方、年配の方、他府県からの

方などが参加。せ まいケージや運動不足などで動

物たちには相当なス トレスが加わり、参加のボラ

ンテ ィアたちを悩ませた。ヒトの避難所 と同 じ状

況か。

動物を連れて逃げる余裕がなかった、避難バス

には乗せ られなかった、す ぐに帰れると思ってい

た等々で置いてきぼりをくった動物たち。災害の

裏側には動物たちがいることを改めて痛感 した。

災害対策本部には動物のセクションがなく、動物

救護の資金の大半も募金に頼っているのが実情で、

日本は 「動物福祉の発展途上国」と言えよう。

災害が発生すると動物の救護活動 も始まるが、

その立ち上げ、ボランティア活動、資金集めなど

に大変関心を持っている。いつ水鳥の油汚染が発

生するかもしれないし、実際ナホ トカ号の時にも

二次的に北海道でそうした経験をしている。今回

の活動は飼育動物が対象だったが、動物たちが犠

牲になることについては野生動物も変わりがなく、

同 じく「弱者」である。

(酪農大獣医学部客員助教授)

懸 会 艮 紹 分

99・10・5から00・7・1ま で

【A会員】板垣 町子 岩田由美子

岡部美恵子 近藤 憲久

相馬 亮子 田岡 …穂

竹吉 祐子 中尾 繁

中谷 吉彦 濱野由美子

三浦 節子 毛利恵美r

横山加奈子 横山 禄男

佐藤美祢子 佐藤 美雄

鈴木美基代 住山ヨリr

上野 博子

柴田 岳三

滝口 清美

中神由美子

松縄基美了・

山田 好子

五十嵐幸子

杉山 香苗

孫田 敏

藤原 一松

五十嵐敏文

河村 健

澤田久美子

藤野 秀夫

日当 良則

高瀬 清隆

【B会員】岩屋 幸人

【学生会則 藤原 千尋

【団体会則 ㈱ 住 設

宮本 修 山口 琢哉

内山ヨウ子 遠田由美子

櫛田 隆久 佐藤 清一

高橋 和男 高橋 健

本田 勝樹 湯田 卓

粟生 猛 坂井 和夫

藤本 清 小島 晶子

杉山 竜也

吉沼 利晃
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活 動 日 誌

2000年2月

4日

23日

26日

28日

28日

会誌編集委員会

エゾシカの猟法公聴会出席

自然観察会(西 岡水源地)

参加者3名

拡大常務理事会

会誌 ・会報の発送

2000年3月

7日

9日

16日

17日

24日

25日

総務会

理事選挙管理委員会会合

理事選挙管理委員会会合

理事選挙関係文書発送

理事改選の公示

理事会

2000年4月

10日 総務会

12日 理事改選立候補届締切 り

14日 立候補者確定(選 挙管理委員会)

25日 第3回 環境道民会議(総 会)出 席

26日 拡大常務理事会

2000年5月

14日

15日

18日

27日

27日

北海道自然保護i連合代表者会議出席

理事選挙投票(郵 送分)締 切り

理事信任投票開票作業

(選挙管理委員会)

理事会

通常総会

ぜ ひ 見 て く だ さ い 。 ホ ー ム ペ ー ジURL

http://www.jade.dti.ne.jp

/nchokkai

寄 贈 図 書 の紹介

野生動物救護iフォーラム'99「鳥類の鉛中毒」

黒沢 信道

タンチ ョウ 村本 輝夫

知床のほ乳類1知 床博物館

北方山草第17号 高野 英二

要 墓 書 な ど

■2000年2月3日 北海道開発局長宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の抜本

的な再評価を求める要望書

■2000年2月3日 北海道知事宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の抜本

的な再評価を求める要望 ・質問書

■2000年2月15日 北海道知事宛

狩猟鳥獣(シ カ)の 猟法の制限に係る件に係る

意見書

■2000年4月26日

北海道知事、北海道開発局長宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)の 抜本的な

再評価を求める要望 ・質問書(2回 目)

■2000年4月27日 瀬棚町長宛

須築川下流域のカリバオウギの保護に関する要

望書

■2000年5月2日

西いぶ り廃棄物処理広域連合長宛

廃棄物処理施設建設計画にともなう 「猛禽類」

保全対策に関する要望書

北海道花の名店会50,000円

松 川 信 子9,000円

高 橋 英 樹10,800円

道央市 民 生 協50,000円

山 本 信10,000円

ア カ シ ア 会1,207円

匿 名5,000円

匿 名1,000円
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*お 知 らせ コーナー*

第7回 夏休み自然観察記録

コンクールのご案内

当協会では例年、道内に在住する小学生を対象

に 「夏休み中に身の回 りの自然をよく見て作文や

絵に詳 しくかいてみよう」をテーマに作品を募集

しております。今年 も、以下の要領で実施 します

ので、ふるって御応募下さい。

内 容

1)作 文用紙は自由な規格

2)絵 は画材、用紙、大 きさは自由

3)9月18日(月)ま でに当協会必着

4)審 査の結果

金、銀、銅賞、佳作、学校賞 とそれぞれ副賞

が出されます。

※ 詳 しくは協会事務局にお問い合せ ください。

鞭 撃欝1:li…1}∴,
TEL・FAX〈q11)251「 一5465ま で

Eメ ー リレnchokkai・1⑦:9∫3de.dti.ne.jp

第11回 滝野の 自然 に親 しむ集 い

主催 北海道自然観察指導員連絡協議会

滝 野 自然 学 園 に宿 泊 し、 フ ァ ミリー で 自然 に親

しみ ま し ょう。 川 で の せ せ ら ぎ ウ オ ッチ ン グ、 森

の 中 で の ゲ ー ム 、 自然 観 察 ハ イキ ン グ な ど楽 しい

プ ロ グ ラ ムが い っ ぱ い。 カエ ルの 大 合 唱 に も出 会

え るか も。

日 時8月12日(上 》～13日(日)1泊2日

場 所 滝 野 自然 学 園(札 幌 市 南 区滝 野106)

対 象 小 中学 生 とそ の保 護者 定 員100名

参 加 費1人2,600円(大 人 、子 供 同額)

申 し込 み 返 信 用封筒 に切 手 を貼 り、住所 ・氏 名 ・

年 齢 ・性 別 ・電 話 番号 を 明記 の上 、

下記 の事 務 局へ

〒060-0007札 幌市 中 央 区北7条 西5丁 目

ス トー クマ ン シ ョ ン1103

自然 ウオ ッチ ン グセ ン ター

含011-736-3165

申 し込 み 期 間7月1日 ～27日

お 問 い 合 せ 根 岸(011-891-0556)又 は 上 記

事 務 局 まで

「皆 さん、い つまで もお元気で!」

会費納入のお願い

会費納入 について は 日頃 ご協力 をいただ

いてお りますが 、未納の方 は至急納 入下 さ

い ます よ うお願い いた します 。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯 の会員)

学生会員2,000円

団体会 員1口15,000円

〔会費納 入方法 〕

郵 便振替 口座02710-7-4055

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

土 方 晃

協会の財政事情により、6月30日 をもって事務

局でのアルバイ トをやめることになりました。

昭和63年12月 から11年6ケ 月、アルバ イ トとし

て会員の入退会の手続 き、会費の納入、住所の変

更等の確認や記録、そのほか会報や会誌の発送等

の仕事を主にやってきました。

さらに去年から進めてきたパソコンを使っての

会員のデータベース化も軌道に乗 りました。

皆 さんのお名前を見た り書いた りすることが私

の仕事ですので、皆さんのお顔は存 じあげません

が、お名前には格別な親 しみを感 じています。今

後は、そのお名前を目にすることが無 くなるかと

思うと少 しさみ しいような気が します。長い間お

世話になりました。

皆さん、いつまで もお元気で!

※ この紙は再生紙を使用しています・@
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